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壌

こ
の
写
真
は
、
昭
和
三
＋
八
年
こ
ろ
　
宮
中
吉
楽
重
利
さ
ん
串

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霊

民
生
委
員
の
研
修
旅
行
の
途
中
、
志
賀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宰

高
原
で
写
し
た
も
の
で
す
。
わ
た
し
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
串

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嬢

民
生
委
員
に
な
っ
て
五
年
目
の
昭
和
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器

十
八
年
に
老
人
福
祉
法
が
制
定
さ
れ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穣

民
生
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
各
地
に
老
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霊

区
は
、
慈
眼
寺
の
住
職
が
会
長
に
な
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穣

て
永
楽
会
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
零

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宰

五
～
六
年
し
て
か
ら
、
宮
中
地
区
が
独
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＄

立
し
て
共
和
会
が
で
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＄

　
民
生
委
員
を
し
て
い
て
感
じ
た
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
零

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
零

は
、
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
生
活
保
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
累

に
該
当
し
な
か
っ
た
人
た
ち
の
苦
労
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵠

す
。
生
活
保
護
を
受
け
た
人
の
多
く
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＄

そ
の
生
活
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
懸
命
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＄

努
力
を
し
て
い
ま
し
た
．
今
と
違
っ
て
暑
饗
立
ぞ
い
る
人
が
綿

本
当
に
生
活
に
困
っ
た
時
代
で
す
。
　
　
　
吉
楽
さ
ん
　
　
　
　
へ
　
宰

軸
砦
軸
聾
聾
懸
熱
盤
軸
懸
軸
懸
懸
懸
懸
懸
懸
弾
軸
盤
懸
軸
軸
懸
砦
砦
盤
磐
葵
砦
砦
魯

2月7日～3月10日

ゐ怠さん
忘れ叡、で保磯譲

．
詐

《
9
く

の●

2

■母親学級

　2月22日　妊娠中の保健／上村病院／12：30～13：00

●妊婦検診

　2月22日　上村病院／13：30～14二〇〇

■産後検診

　3月8日　保健センター／13：00～14：00

■婦人健康づくり事業

　2月14日　朴木沢／集落センター／9：30～14：00

　　　15日　通り山／公民館／9：30～14：00

　　　19日　新屋敷／貝野小学校／9：30～14：00

　　　20日　宮中／集落開発センター／9：30～14：00

　　　26日倉俣／倉俣生活改善センター／9：30～14：00

■献　　血

　3月18日　保健センター前／10：00～15：00

15
　　㈹

心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

16（土）

競技スキー教室（八箇スキー場総合センター13130出発）

簸
休日救急医（千手診療所068－2034）
村民娯楽大会（総合センター9：00～16：30）

21
　　（掴

所得税納税相談日（役場議場10：00～16：00）

精紳衛生相談日（保健センター13：30～16：00）

22　　㈹

心配ごと行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

所得税納税相談日（役場議場10：00～16100）

灘蟹
懸　灘
釜i「馨‡x鱗潔　購

休日救急医（十日町山口医院852－2174）

25　　（月）
村・県民税申告相談日

（纏艦㌫一＆：18二1謝

26
　　㈹

村・県民税申告相談日

（瓢耀設島：18二1謝

28　　（木）
村・県民税申告相談日

（麗識センター＆：18二1謝

1　㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

村・県民税申告相議日

　　堀之内集落開発センター13：30～16：00

2　qゆ
村民競鼓スキー教室（八箇スキー場13：30総合センター

　　出発　申込みは公民館まで2／28日）

4　（月〉

村民スキー大会（大回転競技）8：30総合センター出発

　　申込みは公民館まで2／28）
休日救魚医（上村病院魯65－2111）

村・県民税申告相談日（中里村役場9：30～16：00）

交通事散穆働相談所（十日町市役所10：00～15：00）

5　㈹
村・県民税申告相隆日

（累詣罐響一＆：§8：ll：器）

6㈱
村・県民税申告相談日

　　宮中集落開発センター　9：30～12：00

8③
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16100）

村・県民税申告相談日

　土倉分校10：30～15：00

灘難蕪，鰹醗
　　　簾
　　灘削
灘醗職『醐耀

休日救魚医（津南病院865－3161）

11
　　（月）

所得税紬税相談日（老人福祉センター10：00～16：00）

　　当間山スキーツアー
　　　　3月24日体協主催（予定）

※変更する場合があります。御月の際は担当課で確認を。

紙

　
一
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
、

村
民
ス
キ
ー
教
室
で
の
一
コ
マ

で
す
。
ボ
ー
ゲ
ン
に
も
慣
れ
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
余
裕
の
で
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
　
（
八
箇
ス
キ
ー

場
に
て
）

飼
竈
後
困

　
五
九
豪
雪
で
痛
め
つ
け
ら
れ

今
年
も
豪
雪
と
、
雪
に
は
本
当

に
泣
か
さ
れ
ま
す
。
最
近
、
新

聞
、
テ
レ
ビ
で
小
型
除
雪
機
械

や
屋
根
の
消
雪
シ
ス
テ
ム
が
多

く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
雪

に
目
が
向
け
ら
れ
研
究
が
進
ん

で
い
る
こ
と
が
伺
え
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
里
村
に
は
ス
キ
ー

場
開
発
の
話
も
あ
り
、
雪
を
活

用
す
る
方
向
に
動
い
て
い
ま
す
。

雪
国
に
住
む
わ
た
し
た
ち
は
、

こ
の
雪
を
大
い
に
活
用
す
る
方

法
を
考
え
た
い
も
の
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
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・
ヘ
ル
メ
ッ
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を
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よ
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〃
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新生中里中学校舶開校へ
ヲ

の

　
村
民
の
希
望
と
期
待
を
担
っ
て
中
里
中
学
校
が
、

今
年
四
月
一
日
に
開
校
し
ま
す
。
学
校
の
建
築
は
、

五
十
七
・
八
年
度
で
校
舎
棟
、
今
年
度
で
体
育
館
と

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
開
校
準
儒
は
、

教
育
委
員
会
と
中
学
校
統
合
連
絡
協
議
会
を
中
心
に

順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
中
里
中
学
校

の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

闘塾垂薪進む

　
　
　
　
　
　
　
　
通
学
左
嚢
萎
荘
穿

　
通
学
方
法
は
、
道
路
環
境
お

よ
び
交
通
事
情
を
考
慮
し
、
生

徒
の
登
下
校
の
安
全
を
基
本
と

し
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
通

学
方
法
は
、
学
校
教
育
活
動
と

同
様
き
わ
め
て
重
要
な
教
育
条

件
の
一
つ
で
す
の
で
、
各
地
区

の
P
T
A
を
は
じ
め
関
係
者
と

相
談
し
お
お
む
ね
左
表
の
よ
う

に
計
画
し
ま
し
た
。

　
こ
の
通
学
方
法
は
、
は
じ
め

通学方法（徒歩通学除く）

教
育
委
員
会
で
考
え
て
い
た
も

の
よ
り
、
バ
ス
通
学
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
バ
ス
通
学
は
、

生
徒
の
通
学
時
の
安
全
が
図
ら

れ
ま
す
が
、
半
面
ク
ラ
ブ
活
動

が
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
こ
と

な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た

バ
ス
通
学
で
歩
く
こ
と
が
減
少

し
足
腰
の
鍛
練
が
で
き
な
い
こ

と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク

ラ
ブ
活
動
は
中
学
校
生
活
の
中

で
生
徒
の
体
力
向
上
と
と
も
に

忍
耐
力
を
養
う
な
ど
精
神
面
に

大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
通
学
方
法

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
学
校
、

P
T
A
と
相
談
し
て
い
く
考
え

で
す
。

▲ブレールームでゲームを楽しむ（交流会）

ゆ
と
り
と
充
実
し
た

　
　
　
　
　
　
学
校
環
境

　
　
中
里
中
学
校
の
特
徴
は
、

　
　
二
階
・
三
階
に
プ
レ
ー
ル
：

　
　
ム
（
二
百
五
十
二
平
方
摺
）

　
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
　
こ
れ
は
、
学
年
集
会
や
生

　
徒
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

　
　
ン
の
場
と
し
て
多
方
面
に

　
利
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

　
普
通
教
室
十
教
室
、
特
別

　
　
教
室
十
教
室
の
外
、
放
送

　
　
室
、
保
健
室
、
相
談
室
、

　
　
生
徒
会
室
な
ど
が
あ
り
、

ゆ
と
り
の
あ
る
充
実
し
た

学
校
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
。　
体
育
館
は
、
広
々
と
し

た
ア
リ
ー
ナ
（
床
）
の
外

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
シ
ャ
ワ

ー
室
、
更
衣
室
、
指
導
室

ミ
ー
テ
ン
グ
ル
ー
ム
）
が

設
け
ら
れ
、
学
校
開
放
に

よ
り
、
生
徒
を
含
め
た
地

域
ぐ
る
み
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
が
展
開
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
規
模
は

　
　
　
　
　
九
学
級
に

集落癌 菱「 冬

芋沢 窟期バス 楚鶏バス

藁鰍・鯉・た
がぽ

スクールバス 密轡舎

高遊山・朴木沢・

朴木沢覇窃

塵転餐

および縫歩
縫歩

甫之越・白羽毛・

西窃尻・穆島簾

田尉角濁・葎沢・

小膨・西方

スクー2レパス

スクー勘バス

轍
土倉・倉下、 スウ謄ルバス 　　　　　悼　　　■

寄 瑠奢

芋川・倉撰・叢簸

下⑳
スクー撫バス スクー細燃

原購噺璽噸代・

溝総山
スクーノレパス 麟捨

貝聾地鑑 スクー議秘バス スウーノ勧バス

※冬場の通学方法継検討中でずa

男
子
学
生
服

女
子
ブ
レ
ザ
ー
姿
に

式
の
カ
バ
ン
に
な
り
ま
す
。

準
備
委
員
会
（
委
員
長
・
石
沢

義
雄
さ
ん
）
が
相
談
を
重
ね
、

原
案
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
は
、
最
終
的
な
も
の
に
す

る
た
め
、
更
に
検
討
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　
生
徒
の
学
校
生
活
の
き
ま
り

は
、
三
中
学
校
の
生
徒
指
導
の

先
生
方
が
集
ま
り
、
意
志

統
一
を
図
り
原
案
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
生
徒
会
の

会
則
も
す
で
に
準
備
さ
れ

て
い
ま
す
c

　
中
里
中
学
校
の
生
徒
数
は
、

二
百
七
十
六
人
、
九
学
級
の
予

定
で
す
。
（
田
沢
中
学
校
二
百
一

人
・
倉
俣
中
学
校
四
十
人
、
貝

野
中
学
校
三
十
五
人
）
現
在
の

田
沢
中
学
校
の
約
一
・
四
倍
と

な
り
ま
す
。
田
沢
中
学
校
で
の

最
高
生
徒
数
は
昭
和
三
十
七
年

度
の
四
百
七
十
人
で
す
。

　
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
田
沢
中
学

校
に
現
在
六
部
（
男
女
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
・
野
球
・
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
陸
上
・
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
以
上
に
な
る
見
込
み
で
す

ク
ラ
ブ
活
動
の
種
類
が
多
く
な

る
ほ
ど
、
生
徒
た
ち
の
ク
ラ
ブ

活
動
へ
の
意
欲
が
増
し
ま
す
。
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中
里
中
学
校
生
徒
の
服
装
は

現
在
の
小
学
六
年
生
、
中
学
一
・

二
年
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

と
っ
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
男
子
は
、
標
準
学
生
服
、
女

子
は
ブ
レ
ザ
ー
（
ヒ
モ
タ
イ
付

き
、
紺
色
）
に
統
一
さ
れ
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
ー
も
は
な

紺
色
に
統
一
さ
れ
ま
す
。
ま
た

運
動
靴
は
、
現
在
生
徒
が
使
用

し
て
い
る
中
に
高
価
な
物
が
目

立
つ
こ
と
か
ら
、
履
き
や
す
く

　
　
　
　
経
済
的
な
物
を
と
い

う
こ
と
で
統
一
し
ま

し
た
。
カ
バ
ン
は
、

現
在
、
三
校
と
も
使

用
し
て
い
る
背
負
い

校
歌ま
も
な
く
完
成

　
中
里
中
学
校
の
校
歌
は
、
十

日
町
市
出
身
の
小
林
賢
次
先
生

（
国
立
上
越
教
育
大
学
、
国
語

学
助
教
授
）
に
作
詞
を
依
頼
し

同
大
学
柳
沢
剛
先
生
（
作
曲
指

揮
助
教
授
）
に
作
曲
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
お
二
人
は
、
校
歌
づ
く
り
の

た
め
、
昨
秋
か
ら
数
回
村
を
訪

れ
て
い
ま
す
。
ま
も
な
く
す
ば

ら
し
い
校
歌
が
完
成
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

生
徒
会

P
T
A
の
準
備
進
む

開
校
準
備
着
々
と

　
新
生
中
里
中
学
校
の
予

定
さ
れ
た
施
設
づ
く
り
は
、

既
に
完
了
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
中
学

校
統
合
連
絡
協
議
会
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
開
校
準
備

の
日
程
に
従
い
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
各
中
学
校
と
も
中
里
中
学
校

へ
引
越
し
す
る
備
品
の
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
も
済
み
、
三
月
二
十
一

日
の
閉
校
式
後
、
搬
入
す
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

P
T
A
に
つ
い
て
は
、
設
立

轡
轍

精
一
杯
ガ
ン
バ
リ
た
い

　
ぼ
く
は
、
新
校
舎
で
学
べ
る

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

昨
年
五
月
に
、
初
め
て
校
舎
内

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
時
の
壁
の
白
さ
は
、

今
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。

　
ぼ
く
た
ち
二
年
生
は
、
中
里

中
の
第
一
期
生
と
な
る
の
だ
か

ら
、
常
に
そ
の
自
覚
と
誇
り
を

持
ち
、
ま
た
、
中
里
中
学
校
を

造
っ
て
い
た
だ
い
た
村
の
方
々

　
　
　
　
　
ニ
　
た

の
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
精
一

杯
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

畠
翼
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
大
（

協
力
し
合
っ
て

　
わ
た
し
た
ち
の
倉
俣
中
学
校

の
二
年
生
は
、
今
ま
で
士
八
人
以

上
と
は
い
っ
し
ょ
に
勉
強
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
中

里
中
学
校
で
は
、
今
ま
で
の
倍

に
ふ
え
ま
す
。
そ
ん
な
大
ぜ
い
の

中
で
一
つ
の
こ
と
を
す
る
の
は

大
変
だ
と
思
う
し
、
う
ま
く
や

っ
て
い
け
る
か
自
信
が
あ
り
ま

せ
ん
。
で
も
、
一
生
懸
命
協
力

し
合
っ
て
、
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
㌔
　
　
　
　
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
年

　
　
　
　
　
　
　
　
子
刺

　
　
　
　
　
　
　
　
明
野

　
　
　
　
　
　
　
　
山
貝

　
　
　
　
　
　
　
　
寸
（

　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

友
だ
ち
を

た
く
さ
ん
つ
く
り
た
い

　
わ
た
し
は
、
中
里
中
学
校
で

ま
ず
た
く
さ
ん
の
友
達
を
作
り

た
い
で
す
。
な
れ
な
い
生
活
を

楽
し
く
す
ご
し
た
い
か
ら
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
最
上
級
生
と
し

て
自
覚
を
も
ち
た
い
で
す
。
今

ま
で
は
三
年
を
見
習
っ
て
い
た

け
ど
、
今
度
は
下
級
生
の
手
本

に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
か

ら
で
す
。

　
中
里
中
学
校
に
行
く
と
、
今

ま
で
以
上
に
た
い
へ
ん
に
な
る

け
ど
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　　　　　　　　中里中学校の

　　　　　　　　　完成を祝して

　　　　　　　　中里村長
　　　　　　　　　　　　上村賢造

　わが中里村も村制施行30周年を迎えることに

なりました。30年という長い歳月の間には、い

ろいろな変遷がありましたが、村民各位のご努

力と関係皆様のご指導により着実な発展を遂げ

てまいりました。

　この記念すべき年に、長年の念願でありまし

た一村一中学校が開校の運びとなりました。皆

様と共に喜びたいと思います。

　昔から、教育村といわれてきた中里村は、中

里中学校の完成をみて、名実ともに教育村の威

容を整えたことになります。郷土に密着した秀

れた教育を施し、有望な子どもたちの育成はも

ちろん、村発展の礎を築きたいと願うところで

　
　
　
　
　
　
　

里
容
れ
ち
す
　学校時代から、机をならべて生活してきたと

いう連帯感、親近感が今後、村の発展の原動力

に大きな役割を果すものと確信しています。珠

玉の如き幼い児童、生徒のすこやかな成長を祈

ってやみません。

　　　　　　　　村づくりの

　　　　　　　　　墓礎は人づくり

　　　　　　　　田沢中学校長

　　　　　　　　　　　市村真人

　長い間の課題だった統合中学校が実現します。

中里村の学校教育史上まさに画期的大事業と言

えると思います。

　統合に当ってその持つ意味を明らかにしてお

くことは同時に、新生中里中学校の建学の精神

を明確にすることに通じます。

　村づくりの基礎として人づくりを構想するこ

とはきわめて重要なことです。将来同年齢の人

びとが中学時代の三年問を、一つ屋根の下で学

び合ったということは、互いの理解を深め、連帯

意識を育てるうえにどんなに大きく作用するか

はかり知れないものがあります。その実を挙げ

るためにみんなで力を合わせて、育てていきた

いものです．　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　〆〆
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▲／．午後10時錦糸町にようやく到着▲地元商ゴ会青年部と

　　　　　　　　朝市の打合せ

・離・静
（9

▲午前7時開店を待ちわびた人たち

都
会
と
の
交
流
で
何
か
を
得
よ
う
と

す
る
中
里
ク
ラ
ブ
（
前
三
社
み
こ
し
を

呼
ぷ
会
）
で
は
、
錦
糸
町
の
「
カ
ッ
パ

市
」
や
、
「
朝
市
」
に
積
極
的
に
参
加
し

田
舎
と
都
市
の
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
一
月
始
め
N
H
K
か
ら
「
朝
市
を
通

し
た
交
流
の
姿
を
取
材
さ
せ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
要
請
が
中
里
ク
ラ
ブ
に
舞
い
込

み
ま
し
た
。

　
一
月
十
七
日
、
倉
俣
の
へ
っ
つ
り
の

ト
ン
ネ
ル
内
に
貯
蔵
し
て
お
い
た
ダ
イ

コ
ン
を
は
じ
め
シ
メ
ジ
、
ナ
メ
コ
、
モ

チ
な
ど
の
特
産
物
を
ニ
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
と

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
満
載
し
て
出
か
け
ま

し
た
。
　
一
行
は
、
中
里
ク
ラ
ブ
員
十
一

人
、
役
場
職
員
二
人
の
十
三
人
で
す
。

　
夜
十
時
、
目
的
の
江
東
橋
三
丁
目
に

到
着
、
直
ち
に
、
地
元
商
工
会
青
年
部
と

打
ち
合
わ
せ
を
す
ま
せ
る
。

　
十
八
日
朝
五
時
、
全
員
起
床
、
丸
井

▲午前5時防寒蒲に身を包んで準備をする。

▲「新鮮さがちがうよ」と売り手にカが

デ
パ
ー
ト
前
で
七
時
か
ら
の
朝
市
の
準

備
に
か
か
る
。
こ
の
日
は
氷
点
下
二
度

の
冷
え
込
み
と
い
う
こ
と
で
と
て
も
寒

い
。
七
時
い
よ
い
よ
朝
市
開
始
。
地
元

の
人
た
ち
が
シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
カ
ー
や
自

転
車
で
訪
ず
れ
、
田
舎
の
味
を
買
い
求

め
る
。
そ
の
中
に
は
、
な
じ
み
の
客
も

い
て
う
れ
し
い
会
話
も
行
わ
れ
た
。

　
N
H
K
の
取
材
は
、
二
十
一
日
、
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
講
演
会
や
林

屋
旅
館
で
の
懇
談
会
の
模
様
も
取
材
さ

れ
、
放
映
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▲たいへん喜ばれたモチツキ
藤　　　翔■麟灘麟　　　“　　懸醐■■■■閣■圏

　▲N　H　Kの取材も気にならず売りまくる

地
鐵
お
遜
曖
懇
談
器
響
る
・

　
地
域
お
こ
し
の
講
演
会
終
了
後
、
会

場
を
林
屋
旅
館
に
移
し
て
懇
談
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
懇
談
会
に
は
、
講
師
の

今
泉
先
生
を
は
じ
め
、
村
長
、
商
工
会

長
、
商
工
会
青
年
部
、
中
里
ク
ラ
ブ
員

な
ど
が
参
加
し
、
き
た
ん
の
な
い
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
の
中
で
は
主
に
、
講
演
会

の
中
で
今
泉
先
生
が
提
起
さ
れ
た
老
人

の
受
け
入
れ
と
嫁
不
足
の
二
点
に
つ
い

て
意
見
が
伯
仲
し
ま
し
た
。
前
者
に
つ

い
て
は
、
都
会
の
六
十
五
歳
以
上
の
元

気
な
老
人
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
農
作

業
や
漬
物
加
工
、
は
た
織
、
ワ
ラ
細
工

な
ど
を
通
じ
、
余
生
に
生
き
が
い
を
感

じ
て
も
ら
っ
て
は
、
と
い
う
意
見
や
老

人
問
題
は
、
中
里
村
で
も
深
刻
な
問
題

で
あ
る
か
ら
、
い
ろ
ん
な
面
を
考
え
慎

重
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
後
者
の
嫁

不
足
に
つ
い
て
は
、
嫁
不
足
問
題
は
、

短
期
問
で
ど
う
こ
う
で
き
る
問
題
で
は

な
い
。
い
か
に
地
域
の
若
者
が
自
信
を

持
っ
て
住
め
る
よ
う
な
村
を
作
っ
て
ゆ

く
か
が
カ
ギ
で
あ
る
。
と
い
っ
た
意
見

や
、
講
師
の
今
泉
先
生
か
ら
は
「
都
会

に
出
て
い
る
村
内
の
若
い
娘
さ
ん
を
通

じ
て
都
会
の
若
い
娘
さ
ん
と
交
流
し
た

方
が
よ
い
の
で
は
」
と
い
う
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
総
じ
て
言
え
る
こ
と
は
、

魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め

て
い
く
こ
と
が
嫁
不
足
の
解
消
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

下町タイムス代表

　　今泉　清先生

　
全
国
各
地
で
村
お
こ
し
、
町

お
こ
し
が
ブ
ー
ム
で
す
。
ど
こ

に
行
っ
て
も
自
分
た
ち
の
村
や

町
・
地
域
を
ど
う
い
う
角
度
で

取
り
上
げ
活
性
化
を
図
る
か
に

関
心
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
「
雪
」
と
い
う

物
に
対
し
て
も
「
ど
う
い
う
風

に
使
う
か
」
と
い
う
逆
転
の
発

想
が
必
要
で
す
。
広
島
県
の
あ

る
過
疎
化
の
進
む
村
で
は
、
若

い
人
た
ち
が
「
過
疎
を
逆
手
に

と
る
会
」
を
結
成
し
、
村
お
こ

し
仁
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
過

疎
を
逆
手
に
取
れ
ば
、
村
に
あ

る
廃
校
や
自
然
も
大
き
な
魅
力

に
つ
な
が
る
と
し
、
村
の
す
ぐ

れ
た
部
分
を
都
会
に
紹
介
し
、

全
国
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
な

ど
を
開
い
て
都
会
の
人
た
ち
を

呼
び
込
ん
で
い
ま
す
。

　
わ
た
し
が
考
え
る
に
中
里
村

は
非
常
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
確
か
に
雪
一
つ
を
と

っ
て
見
て
も
大
き
な
マ
イ
ナ
ス

面
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
は

い
い
自
然
が
あ
っ
て
、
い
い
人

が
い
ま
す
。
こ
の
二
本
柱
が
あ

れ
ば
こ
わ
い
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
と
は
、
そ
う
い
う
人
が

地
域
を
活
用
し
て
、
ど
う
い
う

風
に
豊
か
な
村
を
作
っ
て
ゆ
く

の
か
を
考
え
て
い
け
ば
い
い
訳

で
す
。
そ
の
時
、
マ
イ
ナ
ス
面
だ

け
を
考
え
な
い
で
よ
い
面
を
見

つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

　
現
在
、
中
里
村
の
若
い
人
た

ち
が
、
錦
糸
町
の
朝
市
や
カ
ッ

パ
市
に
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま

す
が
、
本
当
に
大
変
な
事
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
困

難
な
こ
と
を
し
て
く
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
、
錦
糸
町
を
中

心
と
し
た
住
民
の
間
に
ジ
ワ
ー

と
し
み
込
ん
で
い
る
と
い
う
気

が
し
ま
す
。
現
に
中
里
村
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
、
錦
糸
町
の
青
年

も
最
低
で
も
車
一
台
は
参
加
し

ょ
う
と
い
う
声
と
、
商
業
振
興

会
の
お
や
じ
さ
ん
た
ち
も
家
族

を
連
れ
て
中
里
村
に
行
っ
て
み

た
い
と
い
う
話
が
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
中
里
村
の

有
志
の
青
年
た
ち
の
努
力
に
よ

っ
て
交
流
が
確
実
に
深
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
青
年
た
ち

の
努
力
を
中
里
村
全
体
が
受
け

と
め
、
先
行
投
資
的
な
目
で
見

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
わ
た
し
は
、
こ
れ
か
ら
の
中

里
村
の
人
た
ち
に
文
化
事
業
に

目
を
向
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
今
、
東
京
で
は
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
を
東
京
二
十
三
区

内
だ
け
で
処
理
す
る
こ
と
は
不

可
能
な
状
態
で
す
。
六
十
五
歳

以
上
の
老
人
の
中
に
は
、
余
生

を
自
然
と
親
し
み
な
が
ら
過
し

た
い
人
、
働
き
つ
づ
け
た
い
人

な
ど
様
々
な
欲
求
を
も
っ
て
い

ま
す
。
も
し
、
今
後
中
里
村
が

こ
う
し
た
老
人
た
ち
の
要
求
に

こ
た
え
ら
れ
る
受
け
入
れ
体
制

が
で
き
る
な
ら
ば
、
全
国
で
も

初
め
て
の
ケ
ー
ス
と
し
て
注
目

を
集
め
、
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ

て
地
域
活
性
化
も
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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清
津
川
ダ
ム
は
、
信
濃
川
総

合
開
発
計
画
の
一
環
と
し
て
、

昭
和
四
十
一
年
に
予
備
調
査
が

着
手
さ
れ
て
以
来
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　
清
津
川
ダ
ム
の
目
的
は
、
清

津
川
、
信
濃
川
の
洪
水
調
節
、

流
水
機
能
維
持
の
ほ
か
、
小
千

谷
下
流
域
と
十
日
町
地
区
の
か

ん
が
い
用
水
、
新
潟
市
、
長
岡

市
な
ど
信
濃
川
中
下
流
と
十
日

町
地
区
の
都
市
用
水
の
確
保
で

す
。
　
今
年
度
か
ら
、
建
設
省
北
陸

建
設
局
の
手
で
実
施
調
査
が
行

将
来
に
遺
恨
を
残
さ
な
い
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
津
川
多
目
的
ダ
ム

麓
欝
駿
叢
繕
礫
伽
轍
灘
団
矧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

わ
れ
「
て
い
ま
す
。

　
三
集
落
の
百
八
戸
が
水
没

　
　
　
湯
沢
町
三
俣
地
区

　
清
津
川
ダ
ム
建
設
事
業
概
要

書
に
よ
れ
ば
、
湯
沢
町
の
三
俣

大
島
、
八
木
沢
の
三
集
落
百
八

戸
、
民
有
地
約
百
五
十
四
鯵
、

（
水
田
、
畑
二
十
一
・
九
諺
を
含
む
）

が
水
没
し
ま
す
。
こ
の
中
に
は

発
電
所
二
か
所
、
ロ
ー
プ
ウ
エ

ー
一
基
、
リ
フ
ト
一
基
、
国
道

三
・
五
棲
、
町
道
八
・
七
簸
、
私
道

　
一
・
七
棲
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
三
俣
地
区
は
、
ス
キ
ー
場
を

抱
え
観
光
地
と
し
て
自
立
し
て

ら
　
清
津
川
ダ
ム
建
設
に
反
対

の
立
場
を
と
っ
て
い
ま
す
。

総
貯
水
容
量
は

　
　
　
　
一
億
七
千
万
ト
ン

　
鹿
飛
橋
上
流
約
三
百
M
付
近

に
建
設
が
計
画
さ
れ
、
総
貯
水

容
量
一
億
七
千
万
ノ
、
堤
高
百

五
十
M
、
堤
頂
長
三
百
七
十
財

の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

で
す
。

　
ダ
ム
の
規
模
は
、
奥
只
見
ダ

ム
と
な
ら
ぶ
県
内
最
大
の
多
目

的
ダ
ム
で
す
。

　
当
村
で
は
、
昭
和
五
十
八
年

十
二
月
二
十
日
に
、
清
津
川
多

　　　　　　清津川多目的ダム
　　　　　　　　対策委員長

　　　　　　南雲宗司さん

　清津川ダム建設が計画され、20年後の

完成と聞き、今から目を向け中里村の唯一

の資源を守るため、重大な問題と、受けと

めました。永代この利水で生計をたて来世

紀への基盤造成に計画もあり黙認するわけ

にはいきません。国家的な水利用投資も理

解できますが、下流住民の意見こそ尊重す

べきと考えます。この対策に委員会を設置

し、関係省庁に説明を求め、類似の各所視

察と交流を諮ってきた結果、量質共に現況

不変と産業面にメリットを求める村民の声

を要望として対策に取り組み推進する決意

をしております。特段のご指導をお願い申

し上げます。

目
的
ダ
ム
対
策
委
員
会
（
会
長

南
雲
宗
司
）
を
発
足
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
三
俣
地
区
の
住

民
と
の
懇
談
会
や
神
奈
川
県
愛

川
町
の
宮
が
瀬
ダ
ム
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
群
馬
県

の
桐
生
ダ
ム
を
は
じ
め
全
国
十

箇
所
の
ダ
ム
に
つ
い
て
、
ダ
ム

建
設
で
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ

ッ
ト
等
を
調
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
を
基
に
し
、

委
員
会
で
は
審
議
を
重
ね
て
い

灘鄭擾麟縫ダ器繕係る鰹議繋、㌔

霊塞灘蒙欝驚畿響
韓
難

ま
す
。

　
　
一
一
月
初
旬

　
　
　
　
要
望
書
を
提
出

　
現
在
、
ダ
ム
建
設
問
題
は
、

水
没
地
区
を
持
つ
湯
沢
町
を
中

心
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
村
と
し
て
も
早
め

に
下
流
地
域
と
し
て
の
要
望
書

を
提
出
す
る
こ
と
に
し
、
二
月

上
旬
、
建
設
省
北
陸
地
方
建
設

局
等
関
係
団
体
に
要
望
書
を
提

出
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
，
鷹
馨

　
　
　
　
　
　
瞭
藩
、
懸
．
「
蕪
“

　
　
　
　
　
　
灘
惚
x
畢
・
鍵
融
．
卓
’

　
　
　
　
　
　
凝
、
遷
驚
欝

　
　
　
　
　
　
饗
灘
蒸
灘
懸
　
癖

　
　
　
　
　
　
雛
駅
懸
蓋
W
凡
隷
・
蓬
・

馨讐・

賑、

轡

　
　
　
　
　
昭
和
五
十
九
年

　
，
》

　
　
　
　
度
の
農
業
生
産
物

　
．
．
．
　
　
の
販
売
額
（
十
二

　
　
　
　
月
末
現
在
・
中
里

笥
。
　
　
村
農
協
経
由
、
米

　
　
　
　
を
除
く
）
は
三
億

　
＝
一

　
　
　
　
三
千
万
と
な
っ
て

　
ロ
コ

　
3
穆
　
　
い
ま
す
。
昭
和
五

　
　
　
　
十
六
年
度
の
実
績

　
疋
　
　
に
比
べ
ま
す
と
一

　
．
騨
．
　
　
六
響
の
伸
び
と
な
、

　
昌
　
　
つ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
畑
地
開
発
で

　
　
　
　
　
　
そ
菜
伸
び
る
）

　
大
中
田
（
倉
俣
）
、
小
松
原
、

た
か
羽
な
ど
畑
地
の
開
発
で
、

ダ
イ
コ
ン
、
キ
ヤ
ベ
ツ
、
花
卉

（
球
根
・
切
花
）
の
販
売
額
が
順

調
に
伸
び
て
い
ま
す
。

　
中
里
村
農
協
で
は
、
今
後
、

夏
秋
ト
マ
ト
、
加
工
ト
マ
ト
、

大
根
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
花
卉
等

に
力
を
入
れ
て
い
く
考
え
で
す
。

　
高
速
時
代
で
優
位
に

　
今
秋
に
は
関
越
自
動
車
道
が

全
線
開
通
し
、
大
消
費
地
東
京

へ
も
わ
ず
か
二
時
間
半
で
行
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
計
画
的
な
作

物
栽
培
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
有
利
な
市
場
へ
の
出
荷
も
可

能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
寒
暖

の
差
の
大
き
い
当
地
方
の
作
物

は
昧
が
よ
い
こ
と
か
ら
、
今
後

ま
す
ま
す
、
需
要
が
高
ま
る
も

の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
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「
あ
な
た
は
健
康
に
自
信
が
あ
り
ま
す
か
」
現
在
は
、
病
気
で

も
な
い
け
ど
、
健
康
で
も
な
い
と
い
う
半
健
康
人
が
増
え
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に
は
、
村

民
健
康
検
診
な
ど
を
積
極
的
に
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

τ
轟
鼠

　
村
内
の
三
十
五
歳
以
上
を
対

象
に
し
て
（
事
業
所
受
診
者
除

く
）
行
わ
れ
て
い
る
村
民
健
康

検
診
の
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

　
今
年
度
の
受
診
率
は
、
受
診

対
象
者
二
千
二
百
四
十
七
人
中

千
四
百
四
十
七
人
が
受
診
さ
れ

六
四
・
四
縄
と
な
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
前
年
度
を
○
・
五

縄
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
受
診
率
の
よ
い
集
落
は
、
清

田
山
、
西
方
、
原
町
で
、
悪
い

集
落
は
、
葎
沢
、
豊
里
、
東
田

尻
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結

健康検診結果（1，44ワ人）

　　疾病別ベスト6

果
か
ら
、
集
落
ご
と
の
健
康
へ

の
関
心
度
が
分
か
り
ま
す
。

㎜
六
、
総
の
人
盤
号
“
一

　
受
診
者
千
四
百
四
十
七
人
中

八
百
八
十
四
人
（
六
一
誕
）
に

何
ら
か
の
異
常
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
異
常
者
の
多
い
順
に
上

げ
ま
す
と
、
心
臓
障
害
（
二
百

八
十
八
人
）
貧
血
（
二
百
七
十

八
人
）
高
血
圧
（
二
百
七
人
）

肥
満
（
二
百
六
人
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
最
近
の
傾
向
と
し
て

は
、
高
血
圧
に
変
わ
っ
て
心
臓

障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
原
因
の

一
つ
で
す
。
．
麺
野
｝

　
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
が
脳
卒

｝中の誘
因
に
な
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
高
血
圧
は
、
心
臓
の
負
担

を
大
き
く
す
る
ば
か
り
で
な
く

血
管
に
も
無
理
を
与
え
る
た
め

心
臓
障
害
や
動
脈
硬
化
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
肥
満
も

糖
尿
病
を
誘
発
し
や
す
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
は
自
分
に
贈
れ
る
最

大
の
宝
で
す
」
病
気
に
と
り
つ

か
れ
る
前
に
健
康
に
十
分
注
意

し
ま
し
よ
・
フ
◎

記念行事の

概略決まる

村制30周年

　
昭
和
三
十
年
三
月
に
町
村
合

併
促
進
法
に
よ
り
、
田
沢
村
と

倉
俣
が
合
併
し
中
里
村
が
誕
生

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
津
南
町

と
の
境
界
変
更
、
員
野
村
の
一

部
と
の
合
併
に
よ
り
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
◎

　
今
年
は
、
村
制
施
行
三
十
周

年
に
当
た
る
た
め
、
村
で
は
、

こ
れ
を
契
機
に
更
に
躍
進
す
る

た
め
村
制
施
行
三
十
周
年
記
念

行
事
を
行
い
ま
す
。

　
先
般
み
な
さ
ん
か
ら
中
里
村

を
象
徴
す
る
「
花
」
　
「
木
」
に

何
が
よ
い
か
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
い
ろ
い

ろ
な
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
《
行
事
計
画
》

一
、
記
念
式
典

二
、
三
十
周
年
祭
（
仮
称
）

三
、
村
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

四
、
記
念
樹
の
配
布

五
、
記
念
誌
の
発
行

六
、
条
例
・
規
則
の
制
定

　
三
十
周
年
記
念
行
事
計
画
委

員
会
の
意
志
を
尊
重
し
な
が
ら

実
行
委
員
会
を
設
置
し
、
進
め

て
い
く
考
え
で
す
。

は
食
生
活
が
豊
か
に
な
り
肉
な

ど
の
動
物
性
脂
肪
を
多
く
と
る

害
血
圧
満

障　
　
　
血

臓

心
貧
高
肥
腎障害
動脈硬化症

精密検診指導区分（707人）

要医療

要指導

要観察
異常なし

　　　　り
　　　　　　　　　ゆ　　　』　　美
　　　　帆　　　　　　　　o

l藷1

難駒隻

麟
鷺、

　
近
年
、
全
国
的
に
精
神
病
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
要
因

と
し
て
は
、
社
会
構
造
の
急
激

な
変
化
や
社
会
環
境
の
悪
化
が

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
現
代
で
は
、
日
々
の
生
活
に

多
く
の
金
を
必
要
と
す
る
た
め

夫
婦
共
稼
ぎ
が
ほ
と
ん
ど
と
な

り
、
家
族
関
係
、
親
子
関
係
に

変
化
を
生
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
母
子
の
温
か
い
結
び
つ
き
や

子
ど
も
と
の
接
す
る
機
会
も
減

少
し
そ
れ
が
強
い
て
は
、
子
ど

も
の
非
行
や
無
気
力
な
人
間
の

育
成
を
助
長
し
て
い
ま
す
。

昼
間
か
ら
寝
て
い
て

　
　
　
　
　
何
も
し
な
い

　
当
村
で
も
、
　
「
息
子
が
一
日

中
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
て
仕
事
を

し
な
い
で
困
る
」
　
「
毎
日
イ
ラ

ィ
ラ
し
て
い
る
」
　
「
異
常
に
乱

暴
を
働
く
」
と
い
っ
た
家
族
を

抱
え
困
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
精
神

病
と
い
う
と
、
非
常
に
偏
見
が

も
た
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

今
や
ほ
と
ん
ど
の
人
が
軽
い
精

神
病
状
態
に
陥
い
る
こ
と
が
あ

る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
ず
専
門
医
に

　
　
　
　
　
　
　
相
談
を

　
家
族
の
中
に
、
前
述
の
よ
う

な
動
作
が
見
ら
れ
た
ら
、
そ
の

人
の
将
来
を
考
え
早
め
に
専
門

医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

★
精
神
衛
生
相
談

　
二
月
二
十
一
日
　
保
健
セ
ン

タ
i
　
相
談
員
　
中
条
病
院
精

神
科
医
師
佐
賀
先
生
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㊥
田
㊧
管

風
俗
営
業
法
の
改
正

二
月
十
三
日
か
ら
施
行

　
★
風
俗
営
業
（
許
可
営
巣
）

　
O
各
種
の
申
請
ま
た
は
届
出
書

　
　
は
二
通
を
提
出
す
る
こ
と
。

　
O
ゲ
ー
ム
機
設
置
営
業
（
ゲ
ー

　
　
ム
セ
ン
タ
ー
）
が
新
設
さ
れ

　
　
既
に
こ
の
営
業
を
営
ん
で
い

　
　
る
者
は
、
法
施
行
後
三
か
月

　
　
以
内
に
許
可
申
請
書
を
提
出

　
　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
★
風
俗
関
連
企
業
（
届
出
営
業
）

　
　
○
ラ
ブ
ホ
テ
ル
、
ス
ト
リ
ッ
プ

　
　
　
劇
場
、
個
室
マ
ッ
サ
ー
ジ
等

　
　
　
を
い
い
、
こ
れ
ら
を
営
も
う

　
　
　
と
す
る
者
は
、
営
業
の
種
別

　
　
　
に
応
じ
て
営
業
所
ご
と
に
公

　
　
　
安
委
員
会
に
届
出
書
を
提
出

衝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

㊧
。
届
出
書
は
・
営
業
開
始
の
＋

田
日
前
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
．

㊥
・
既
設
営
業
者
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
法
施
行
後
一
か
月
以
内
に
届

　
　
　
出
を
し
な
い
と
特
例
の
適
用

○
届
出
者
は
、
営
業
開
始
の
十

　
日
前
ま
で
に
提
出
す
る
こ
と
。

o
既
設
営
業
者
は
、
法
施
行
後

　
一
か
月
以
内
に
届
出
を
し
な

　
い
と
特
例
の
適
用
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
警
察
署

防
犯
少
年
課
（
三
圭
一
七
一
）
ま
で
。

危
険
物
取
扱
試
験

準
備
講
留
（
耳
』
案
内

　
三
月
十
四
日
に
新
潟
市
と
小

千
谷
市
で
行
わ
れ
る
危
険
物
取

扱
試
験
の
準
備
講
習
会
が
次
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

★
丙
種
　
二
月
二
十
一
日
　
長

　
　
　
　
岡
自
治
会
館

★
乙
種
　
二
月
二
十
二
日
～
三

　
　
　
　
日
　
長
岡
自
治
会
館

★
申
込
み
　
県
危
険
物
安
全
協

　
　
　
　
会
長
岡
地
区
支
会

　
　
　
　
大
島
運
輸
㈱
内
（
〇
二

　
　
　
　
五
八
⊥
一
ヤ
四
宍
9
。

明
曝
一
一
一
』
埴
o
鄭
き

■■■口醒一■一■『一■一一一■一一

★
新
年
慶
予
算
編
成
ほ
ぼ
兜
了

　
昨
年
の
十
二
月
か
ら
進
め
て

い
る
新
年
度
の
予
算
編
成
作
業

が
、
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。

　
新
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総

額
は
二
十
一
億
二
千
六
百
万
円

（
今
年
度
対
比
九
六
・
七
％
）
に

な
る
見
込
み
で
す
。

★
消
防
出
初
め
式

　
一
月
六
日
、
中
里
村
消
防
団

の
出
初
め
式
が
総
合
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
各
班
（
三
十
四
班
）

の
班
長
以
上
の
人
た
ち
が
集
ま

「
3
／

　
　
　
　
　
　
8

を
祈
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
一

★
中
学
校
統
合
違
絡
慨
臓
会
　
　
一

　
一
月
三
十
’
日
、
総
合
セ
ン
　
ロ

タ
ー
で
中
学
校
統
合
連
絡
協
議
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

会
が
開
か
れ
ま
し
た
．
こ
の
会
一

議
に
は
、
三
中
学
校
の
校
長
、
　
一

教
頭
先
生
、
P
T
A
会
長
、
閉
ロ

校
記
念
事
業
実
行
委
員
長
等
が
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

集
ま
り
、
閉
校
式
の
打
ち
合
せ
、
一

乙
r
眸
融
膝
脹
騨
3
5
2
2
2
』

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
深
夜
に
お
け
る
酒
類
提
供
飲

食
店
営
業

○
バ
ー
、
酒
場
、
そ
の
他
客
に

　
酒
類
を
提
供
し
て
営
む
飲
食

　
店
営
業
を
深
夜
（
午
前
○
時

　
以
降
）
営
も
う
と
す
る
者
は

　
営
業
所
、
こ
と
に
公
安
委
員
会

　
に
届
出
書
を
提
出
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

記
念
碑
の
除
幕
式
、
惜
別
の
会

の
や
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
話

し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中

里
中
学
校
の
開
校
も
、
す
ぐ
そ

こ
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

口眉■層■』■『■膨一

住
宅
金
融
公
庫
個
人
住
宅

建
設
資
金
申
込
み
受
付
け

★
受
付
期
問

　
二
月
二
十
六
日
㈹
ま
で
。

★
選
考
方
法

　
選
考
（
無
抽
選
）
で
行
い
ま
す
。

★
申
込
み
場
所

　
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関

（
村
内
で
は
、
中
里
村
農
協
）

　
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫

北
関
東
支
所
（
〇
二
七
二
－
三

雇業別最低賃金

　　　　　　　　　　効力発生日58年12月15日
　　　　　一《：食料晶農ヨ魔県》一

　　　　　　　　時聞給労働者
1日…3・569円　1時闇447円
ただし、手作業による洗びん、包装、箱詰め、魚介

類の内臓取り出しもしくは殻出し、またはレッテル
はり、漕掃、片付け、賄い、その他これらに準ずる

軽易な業務に主として従事する者については、斬潟

県最低賃金の3，249円（晴給者407円）む遮用。

　　　　一《出賑・印崩・闘関麹童桑》一
　　　　　（速記・筆耕・複写業を含む）

　　　　　　　　　時間給労働者
1日…3・7“円1時間糊円
ただし、次にかかげる労働者については

　　　　　　　　　時間給労働者
1日…3・387円　　1時間424円

①雇入れ後6月未満の技能習得中の者。②印刷物の
整理、はさみ込み、封筒入れ、帯封、滑掃、片付け

賄い、その他これらに準ずる軽易な業務に主として

従事する者。

　　　　　一《釦売嬢。小亮桑》一
　　　　　　　　　時間給労働者
1日…3491円1時聞43旧
ただし、①飲食店、②清掃、片付けまたは賄いの桑

務に主として従事する者については、斬渇県最伝賃

金の3，249円（時闘給407円）壷覇用。

二
；
六
六
五
五
）
ま
で
。

訓
練
生
募
集

璽
若
川
窪
些
署
願
漏
盟
覆

★
募
集
訓
練
科

　
製
版
印
刷
科
、
一
般
事
務
科

ト
レ
ー
ス
科
、
電
子
機
器
科
、

洋
裁
科
、
陶
磁
器
科
。

★
応
募
資
格

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
。

★
特
　
典

　
入
校
中
は
諸
手
当
（
約
九
万

　
三
千
円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
手
続
き

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
公
共
職

　
業
安
定
所
ま
で
（
毛
⊥
西
。
七
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
珊
鴨

　
　
　
　
辣
ま
る

　
昨
年
の
暮
、
突
如
と
し
て
安

達
事
業
グ
ル
ー
プ
（
本
社
・
東

京
）
か
ら
、
当
間
山
麓
ス
キ
ー

場
開
発
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま

し
た
。
村
で
は
、
こ
の
申
し
入

れ
を
受
け
て
、
安
達
事
業
グ
ル

ー
プ
関
係
者
に
よ
る
説
明
会
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
推
進
の
方
向
を

　
　
　
　
打
ち
出
す

　
一
月
十
七
日
、
関
係
集
落
の

代
表
者
（
三
～
四
名
）
と
議
長

副
議
長
、
産
業
経
済
委
員
長
、

副
委
員
長
等
が
集
ま
っ
た
打
合

せ
会
議
の
席
上
、
上
村
村
長
は
、

ス
キ
i
場
推
進
の
方
向
を
打
ち

出
し
、
関
係
者
の
協
力
を
求
め

ま
し
た
。
集
落
の
方
か
ら
は
、

直
接
地
区
の
人
た
ち
に
説
明
を

し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
請
が
あ

り
、
一
月
二
十
七
日
に
臼
羽
毛
、

程
島
集
落
で
説
明
会
が
も
た
れ

ま
し
た
。

　
白
羽
毛
、
程
島
集
落
と
も
突

然
の
話
の
た
め
、
集
落
全
体
と

し
て
の
意
志
統
一
は
で
き
て
い

ま
せ
ん
が
、
調
査
は
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
ス
キ
ー
場
予
定
地
に
は
、

数
軒
の
人
が
農
業
で
生
計
を
た

て
て
い
る
こ
と
や
、
ス
キ
ー
場

誘
致
に
よ
っ
て
集
落
の
環
境
が

一
変
す
る
な
ど
か
ら
、
今
後
つ

め
た
話
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
連
絡
協
議
会
を
設
置
し

　
　
　
　
本
格
的
に
対
応

　
村
で
は
、
来
シ
ー
ズ
ン
の
オ

ー
プ
ン
を
願
っ
て
関
係
機
関
と

協
議
を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

ま
た
、
本
事
業
推
進
の
た
め
連

絡
協
議
会
（
仮
称
）
を
設
置
し

て
本
格
的
に
対
応
し
て
い
く
考

え
で
す
。

　
　
地
域
振
興
に

　
　
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

　
　
ス
キ
i
場
開
発
が
実
現
し
ま

す
と
、
冬
期
間
の
雇
用
の
場
が

確
保
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
消

費
拡
大
に
よ
る
地
場
産
業
の
振

　
興
に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。

　
　
し
か
し
、
ス
キ
ー
場
誘
致
に

よ
る
環
境
の
変
化
に
配
慮
し
な

　
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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風

出
隈
｝

提
期
㎜

確定申告は3月15日
、（＿〈＿！、＾母一一ψ一・一v・！のく・一一｝へ’㎜皿㎜酬い”＾”の八　～

　
村
・
県
民
税
の
申
告
は

　
　
　
　
三
月
十
五
日
ま
で
に

　
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
期
間
は
二

月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
で
す
。
早
め
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
◎
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
、
今
年
一
月
一
日
現
在
中
里
村
に
住

所
を
有
し
、
農
業
、
商
業
、
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
事
業
所
得
が
あ
っ
た
人
、
給
与
以
外
に
地

代
、
配
当
、
家
賃
な
ど
給
与
以
外
の
所
得
の
あ

っ
た
人
、
ニ
カ
所
以
上
か
ら
給
与
（
年
金
、
恩

給
を
含
む
）
を
受
け
た
人
、
年
末
調
整
で
受
け

な
か
っ
た
雑
損
、
医
療
費
控
除
の
あ
る
人
、
◎
申

告
用
紙
は
追
っ
て
各
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。

　
◎
所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
早
め
に
！

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
申

告
を
し
な
か
っ
た
り
、
間
違
っ
た
申
告
を
し
た

り
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ

け
で
な
く
、
加
算
税
が
課
さ
れ
、
延
滞
税
も
納

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
早
め
に
正
し
い
申

告
と
納
税
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
◎
申
告
相
談
日
の
ご
利
用
を

　
十
ニ
ペ
；
ジ
行
事
予
定
の
申
告
相
談
日
お
よ

び
納
税
相
談
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
生
活
の
知
恵
伝
え
ま
す
」

お
年
よ
り
の
書
い
た
本
い
か
が
で
寸
か

　
県
老
人
ク
ラ
ブ
発
足
二
十
周

年
を
記
念
し
て
、
お
年
寄
り
の

知
恵
が
本
に
な
り
ま
し
た
。
親

か
ら
子
へ
．
、
子
か
ら
孫
へ
と
伝

え
ら
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
の
知
恵
も
、
時
代
の
流
れ
と

と
も
に
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
生
活
の
知
恵
や
工

夫
な
ど
は
、
現
代
で
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
一
家
に
一
冊
お
備
え
く

だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
、
後
ほ
ど
回
覧

で
回
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
福

祉
係
ま
で
。

「
妻
有
の
植
物
」

　
刊
行
の
ご
案
内

十
日
町
市
立
理
科
教
育
セ
ン

タ
ー
で
は
、
こ
の
た
び
、
十
日

o
　
●●
　
∪
0

o
●

馳
へ

お　　　τ あ
り、 砥

し
い
矯

’
o
　 o

、

あ
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、o　o

　　　見さ訊
（
　
　
　
　
　
い
　
　
　
わ
　 、　　ね

　　　丸

い、

誕暮
舞あ
知う餐
うしん

Ω
なヒ
い

の道む
b　」　い
もおな

） ソ
と　1
し

O
o

ち

o

緊

マ　‘

キ
3
豫

り6
●

二
覧
い
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A

・♂r

o
o
o

この作品は山田まゆみさんの協力で

掲載しています。

町
、
中
魚
沼
地
域
に
生
育
し
て

い
る
身
近
な
植
物
の
解
説
書
と

し
て
「
妻
有
の
植
物
」
を
刊
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ

ひ
、
多
く
の
人
か
ら
利
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

O
体
裁
　
B
5
版
、
六
十
四
ぺ

　
　
ー
ジ
、
カ
ラ
i
写
真
、
百

　
　
四
十
六
種
、
一
冊
六
百
円
。

○
申
込
み

　
　
一
般
の
人
は
十
日
町
市
理

　
　
科
セ
ン
タ
ー
ヘ
。
十
日
町

　
　
市
新
座
　
十
日
町
中
学
校

　
　
内
（
五
二
f
四
六
三
二
）
。

O
〆
切
　
二
月
末
日
。

水
道
の
水
を

消
雪
に
使
用
し
な
い
で

中
里
村
の
中
央
地
区
水
道
、

（
六
百
三
十
四
戸
使
用
）
の
水

は
、
清
津
橋
下
流
の
井
戸
か
ら

く
み
上
げ
て
各
戸
に
通
水
し
て

い
ま
す
。
冬
期
間
は
、
水
が
不

足
し
が
ち
で
す
か
ら
飲
料
水
だ

け
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
次
の
善
意
が
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

通
り
山
　
樋
口
初
男
氏
五
万
円

新
屋
敷
　
羽
鳥
竜
之
助
氏
五
万

円郡
市
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
実
行
委
員

会
　
四
万
円

十
日
町
市
　
上
原
不
二
氏
五
万

円

る

／
村の歴吏

　　州α5
15年戦争下

誰活1

郷
土
な
か
さ
と
第
四
集
に
十

五
年
戦
争
下
の
統
制
生
活
に
関

す
る
史
料
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

紙
面
の
都
合
で
載
せ
る
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
貴
重
な
史
料
を

こ
の
機
会
に
二
、
三
紹
介
し
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
十
六
年
四
月
九
日
付
で
各

部
落
に
通
知
さ
れ
た
生
活
改
善

規
定
事
項
に
は
毎
日
の
生
活
に

つ
い
て
次
の
よ
う
な
規
制
を
加

え
て
い
ま
す
。

一
、
厄
払
い
　
区
内
当
た
り
年

の
者
一
同
鎮
守
社
に
お
い
て
厳

粛
に
式
を
挙
げ
各
自
の
振
舞
を

廃
す
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ
ん
ヨ
ん

一
、
婚
礼
祝
宴
は
晩
餐
一
回

限
り
と
な
す
こ
と
。
三
日
の
祝
、

茶
振
舞
、
し
り
が
い
は
づ
し

を
廃
す
こ
と
。

一
、
出
産
、
孫
祝
い
お
よ
び

出
産
に
付
随
す
る
振
舞
は
全

部
事
変
中
遠
慮
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
と
　
り

一
、
葬
儀
　
斎
に
酒
、
二
の

　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
つ
つ
　
り

膳
附
け
ざ
る
こ
と
、
落
着
は

廃
す
こ
と
。
客
は
区
内
一
戸

一
名
限
り
と
す
。
七
日
賄
を

廃
す
こ
と
。
念
仏
玉
廃
止
の
こ

と
。一
、
法
会
　
事
変
中
は
質
素
に

執
行
す
る
こ
と
。
月
忌
納
め
の

配
り
物
を
廃
す
こ
と
。

一
、
見
舞
　
出
産
見
舞
は
廃
す

こ
と
。
災
害
見
舞
に
米
、
酒
、

炊
出
を
廃
し
金
銭
に
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

冠
婚
葬
祭
等
の
冗
費
を
省
き
た

る
も
の
を
区
に
寄
附
し
、
区
は

右
寄
附
金
を
特
別
会
計
と
し
将

来
公
益
事
業
に
使
用
す
る
様
管

理
す
る
こ
と
。

実
行
委
員
の
指
導
に
従
わ
ず
過

大
の
振
舞
を
な
し
た
る
も
の
に

対
し
て
は
村
の
委
員
と
協
議
の

上
、
村
よ
り
の
配
給
物
資
に
制

限
を
加
え
る
も
の
と
す
。

　
こ
の
規
定
の
中
で
現
在
も
継

続
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
か
と

思
わ
れ
る
が
、
す
べ
て
が
華
美

に
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
も
う

一
度
思
い
返
し
て
み
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

村
史
専
門
委
員

津
南
中
学
教
諭
庭
野
　
勇
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⑱
慧
餌

験
藷
⑲

鑓驚“
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る

ぞ
”
と
い
う
情
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

ス
ッ
飛
ん
で
行
き
ま
す
。

（
六
三
・
二
五
二
㊧
二
一
）

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
入
選

広
報
写
真
自
由
の
部

　
　
　
　
　
　
　
知
事
賞

　
昨
年
の
十
二
月
、
新
潟
県
広

報
協
議
会
主
催
に
よ
る
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
広
報
な

か
さ
と
十
二
月
号
が
町
村
の
部

で
入
選
（
知
事
賞
一
紙
、
入
選

九
紙
）
し
ま
し
た
。

　
広
報
な
か
さ
と
発
行
以
来
、

（
昭
和
五
十
六
年
度
・
努
力
賞
）

四
年
目
に
し
て
入
選
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
の
賜
と
感
謝
し

更
に
よ
い
広
報
紙
づ
く
り
に
取

り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

繍曜ル窃窃
　ここは村道西方線から東田尻方

面を見た所です。清津川がつくり

出した川原と少しの平地が細長く

続き美しい景観を呈しています。

　この川沿いに高道山地区の集落

が転在し、昔から生活を営んでい

ます。

　
　
　
亀
峯
韮

曳
、
　
快
晴
の
下
笑
顔
が
こ
ろ
ん
だ

触嚇

，刃ゐ｝／ゐ㌔～o轟禦一ジひ～o認ゐ心ヴq’ゐ％γ’レ禦o

　
「
オ
レ
達
、
雪
は
友
達
」
と

い
う
元
気
な
四
十
五
人
の
仲
間

が
、
一
月
二
十
七
日
、
八
箇
ス

キ
ー
場
（
六
日
町
）
で
開
か
れ

た
村
民
ス
キ
ー
教
室
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
久
し
ぶ
り
の
好

天
に
恵
ま
れ
ス
キ
ー
場
か
ら
は

八
海
山
や
駒
ガ
岳
な
ど
南
魚
の

山
な
み
が
美
し
く
見
え
、
最

　
　
村
民
ス
キ
ー
教
室

番
に
な
る
と
う
ま
く
い
き
ま
せ

ん
。
友
達
と
ぶ
つ
か
っ
て
こ
ろ

ん
だ
り
の
連
続
、
そ
の
た
び
に

楽
し
い
笑
い
や
励
ま
し
が
飛
び

交
い
ま
し
た
。

　
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
陽

や
け
し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
と

て
も
満
足
そ
う
で
し
た
。

饗
影
饗
．
灘
．
．

体
協
ス
キ
ー
部
の
人
た
ち
の

指
導
を
受
け
ま
し
た
。
初
心

者
グ
ル
ー
プ
の
小
学
生
は
、

男
女
に
分
か
れ
て
、
ボ
ー
ゲ

ン
（
脚
を
開
い
て
滑
る
）
の

練
習
を
し
ま
し
た
。
友
達
が

滑
る
の
を
見
て
い
る
と
簡
単

そ
う
で
す
が
、
い
ざ
自
分
の

とっておきの
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　風邪をひいたとき
　梅干し番茶……梅干し適宜を湯

飲みに入れて熱い番茶をつぎ、梅

干しをほぐしながら飲む⇒おふろ

上がりや夜寒の風邪をひきそうな

ときによい。

　塩水を鼻から……鼻水の出ると

きは、塩水を作って、鼻からすす

って口から出すようにします。2

～3回やると風邪のひき始めに効

きます。

　「生活の知恵伝えます」新潟日報事業所発行

ざん（干溝）

㎜
麟
馨

鰯
．
轡

脚o
ひ
9
ゆ
9
ひ
9
D
9
9
ひ
ひ
9
ひ
ゆ
ひ
◎
ゆ
ゆ
D
9
ひ
9
か
ゆ
ひ
9
9
9
ひ
0
9
9
か
○
，
つ
㌔

出合い……◆十日町駅でジュースを買ってi

　いる時、いっしょにいた友達が彼女をi

　知っていたことから話をするようになi結婚を決意したのは……◆今度つきあう

　りました。りあとで知ったのですが、　i　人と結婚しようと思っていたんですよ・

　姉と同級生だったんですよ。　　　　i　ワつきあう前から「今度つきあう人と

第一印象……◆はっきりしているなあ一。i　結婚する」といわれていたので・自分

　ワこわ一い人だと思いました。　　　i　もいつの間にかそんな気持ちになって

デートは……ワわたしが高校生の時は、　i　いました。しっかりとしている面があ

　しょっちゅう合っていました。◆俺がi　るんですよ。

　トラックの運転手をしていたので・助i中里村に嫁いで……ワ静かですネ。カエ

　手席に彼女を乗せてよく走りました。　i　ルの鳴き声が嫌いなんですよ・今から

　りいろんな所に行けて楽しかった。　i　ちょっぴり心配です。
ワリリリワリワリoリワリ①リワリワリリリワリワリワリoリワリワリワリワリワリワリワリリリワリワリリリリリワリ

、難

1欝
醸
覇
灘
蝶
雛
麟

　
ー
縣
蝋
、

　
　
　
灘

　
　
　
　
中
、
轍
、
　
魏

　
　
　
、
鞭

　　　総　　　饗・鐵冒

、嬉
輿　職卜

鐡

委
託
用
務
員
等
の
募
集

　
村
教
育
委
員
会
で
は
、
中
里

中
学
校
の
用
務
員
・
給
食
炊
事

員
を
業
務
委
託
す
る
予
定
で
す
。

　
業
務
の
受
託
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
二
月
二
十
日
ま
で
に
、

履
歴
書
を
添
え
て
教
育
委
員
会

ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

★
委
託
人
員

　
用
務
員
　
男
子
　
　
一
名

　
給
食
炊
事
員
　
女
子
　
二
名

　
選
考
の
期
日
は
、
追
っ
て
通

　
知
し
ま
す
。
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ま
た
、
広
報
写
真
自
由
の
部

で
「
こ
っ
け
ん
な
っ
た
ん
は
じ

め
て
ど
う
」
と
い
う
写
真
が
知

事
賞
を
受
け
、
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
に
推
薦
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

》　＼
弛
蜘
わ
ヵ

年
中
の
無
病
息
災
を
祈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
追

　
「
ア
ノ
鳥
ど
っ
か
ら
追
っ
て

き
た
。
信
濃
の
国
か
ら
追
っ
て

き
た
…
－
＆
小
正
月
の
十
四
日

村
内
の
あ
ち
こ
ち
で
鳥
追
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
昔
、
七

ん
じ
ょ
う
と
い
う
鳥
が
た
く
さ

ん
い
て
稲
穂
を
く
い
荒
し
た
こ

と
か
ら
、
鳥
追
い
が
行
わ
れ
る

、

、、

　　、　　　　＿　　ζ〉講一・蔓

　　　雨耀

よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
上
山
の
三
十
路
会
（
会
長
上

原
健
さ
ん
）
で
は
、
鳥
追
い
の

楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
体
験

さ
せ
よ
う
と
、
十
二
年
前
か
ら

鳥
追
い
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
朝
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
三

　
十
路
会
で
作
っ
た
雪
ん
ど
う

　
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

　
が
つ
め
か
け
、
ワ
ラ
の
火
に

ず
当
た
り
一
年
中
の
無
病
息
災

ナ釦
を
祈
り
ま
し
た
。
途
中
、
今

も
年
厄
年
の
人
た
ち
に
よ
る
ミ

に
雪
カ
ン
ま
き
も
行
わ
れ
、
子
ど

る
も
た
ち
が
大
喜
び
で
し
た
。

き
し
こ
う
し
た
伝
統
行
事
は
、
大

り降
い
に
復
活
さ
せ
た
い
も
の
で

▲
す
・

　
　
　
昨
年
の
村
内
小
学
校
親
善
陸
上
犬

　
魚
会
の
走
り
幅
と
び
で
二
位
、
百
M
走
．

　
　
で
二
位
、
千
摺
持
久
走
で
三
位
に
な

　
　
り
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
を
す
る
直
前

　
　
ま
で
練
習
中
に
注
意
さ
れ
た
こ
と
を

　
　
思
い
出
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
・
忍

　
　
タ
ー
ト
を
し
て
か
ら
は
、
前
の
人
を

　
　
抜
く
こ
と
し
か
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
は
何
で
も
好
き
で
す
が

　
　
特
に
サ
ッ
カ
ー
と
野
球
が
好
き
で
す
。

　
　
中
里
中
学
校
へ
進
ん
だ
ら
、
陸
上
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
　
に
入
っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

瓢
、
強
櫓

、
煕
　
、

　みそ漬け入りごはん
　　　　　　　　　うまいよ！

　給食を実施している村内の小中学校

では、1月24日、一斉にみそ漬け入り

ごはん・山菜の煮物・けんちん汁の給

食を食べました。これは、郷土食を見

直そうと、昨年から給食週閤の一環と

して行われているものです。高道山小

学校の1、2年生7人は「うまい」「家

でもするよ」と少しも残さずきれいに

食べていました。

　
倉
俣
中
学
校
で
は
、
新
潟
県
花
い
っ
ぱ
い
コ

ン
ク
ー
ル
で
努
力
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
こ
の
花

壇
は
、
昭
和
五
十
五
～
六
年
に
生
徒
、
職
員
、

父
兄
が
協
力
し
合
っ
て
作
っ
た
も
の
で
す
。
そ

れ
以
来
毎
年
、
学
年
毎
に
、
カ
ン
ナ
、
ス
カ
・

ユ
リ
　
ク
ラ
ジ
オ
ラ
ス
、
サ
ル
ビ
ア
、
コ
ス
モ

ス
な
ど
を
美
し
く
咲
か
せ
て
お
り
、
昭
和
五
十

七
年
に
は
優
良
賞
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
努
力
賞
の
副
賞
と
し
て
、
ク
ロ
ッ

カ
ス
の
球
根
が
届
い
た
こ
と
か
ら
、
閉
校
の
思

い
出
に
と
い
う
こ
と
で
、
地
区
の
全
戸
に
分
け

ま
し
た
。
四
月
一
日
の
中
里
中
学
校
開
校
こ
ろ

に
は
美
し
い
花
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲ちょうびりカメラを意識▲練習に励む部員たち

　
中
越
地
区
中
学
生
ス
キ
i
大
会
の
ノ
ル

デ
ッ
ク
の
リ
レ
ー
で
、
田
沢
中
男
子
チ
ー

ム
が
四
位
、
女
子
チ
ー
ム
が
八
位
、
倉
俣

中
男
子
チ
ー
ム
が
二
十
位
と
健
闘
し
、
県

大
会
へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。
リ
レ
ー

で
県
大
会
出
場
は
、
近
年
に
な
い
快
挙
で

す
。
ま
た
、
個
人
で
も
田
沢
中
三
年
桑
原

寿
彦
君
、
山
田
勝
幸
君
、
樋
口
正
寿
君
、

二
年
生
山
本
秋
彦
君
、
樋
口
和
美
さ
ん
が

出
場
権
を
得
ま
し
た
。

　
県
大
会
の
ノ
ル
デ
ッ
ク
は
、
一
月
二
十

二
～
三
日
　
十
日
町
市
吉
田
中
学
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
が
　
惜
し
く
も
入
賞
は
逸
し

ま
し
た
。


